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住  所 本社 長野県飯田市川路 7592 番地 1 
取 締 役 代表取締役 鏑木 武弥 
設  立 2005 年 5 月 17 日 
資 本 金 10,000 万円（2013 年 7 月 31 日現在） 
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なるばかりでなく、日本の先を行っている。 
この他、シルクドソレイユがカナダのケベックの貧困地帯から立ち上がり、世界に広がった
ことを知り、世界に向けて市田柿を発信するというコンセプトに刺激を受けた。また、カナダ
の特産品であるメープルシロップは単に商品だけではなく、観光と絡めている点に注目してい
る。 
 
このように、商品プラス観光で世界に向けて発信する、というコンセプトを海外の事例で知
り、かぶちゃん農園の中に温泉、文化工芸館などを含む柿の郷づくりを進めている。折から、
2017 年には飯田市にリニア新幹線が止まることもあり、今後伝統的な食材に現代的な価値を与
え、日本の食文化を広く広めるチャンスになることを期待している。 
 
追記、東日本大震災以降、第 2 の経営の柱として、また地域にとっては電力供給のリスクマ
ネージメントの一環として、太陽光発電事業を進めており、長野県内に 10 か所展開している。
環境対策、及び磁場の林業活性化としては、バイオマスのペレットを温泉の湯を沸かす際に使っ
ていることが挙げられる。 
 
以上 
